
吉野川水系に係る河川について，別表により河川法第４条第１項の一級河川の指定及び変更をすることに同意する。

提案理由

河川法第４条第１項の一級河川の指定及び変更をすることについて，国土交通大臣から意見を求められたので，意見を述べることにつき河川法第４条第４項

の規定により議決を経る必要がある。これが，この案件を提出する理由である。

第７０号

河川法第４条第１項の一級河川の指定等に係る意見について

河川法第４条第１項の一級河川の指定及び変更について，平成２４年２月１５日国土交通大臣から意見を求められた

ので，次のとおり意見を述べる。

平 成２４年 ２ 月２３日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

三校
第７０号 河川法第４条第１項の一級河川の指定等に係る意見について １８１
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